
広　告

　こんなとき！！ご相談ください
　　　　　　●トイレ・お風呂・台所を快適にしたい

　　　　　　●屋根や雨どいの点検・修理を頼みたい

　　　　　　●ブロック・車庫・フェンスを付けたい

  ●お風呂や階段・廊下に手すりが欲しい
  ●浄化槽設置・公共下水道接続を

　  考えている方　など。。。

　　　　　　　　  西岡建材株式会社
　　　　　　　　　　　伊予市下吾川９４６の１
　　　　　　　　　 　ＴＥＬ ９８２－０２２３（代）

住まいの

  町医者

広
 報

１
月

号

広報いよし (28)

　今月は、１１月に開催された「秋の文化祭

（俳句・短歌作品）」をご紹介します。

（敬称略）
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